
環境・省エネ

重要性高まる再生可能エネ
三
菱
化
学
の
有
機
薄
膜
太
陽
電
池

三
菱
化
学
提
供

期
待
大
の
量
子
ド
ッ
ト
型

太
陽
電
池

浮
体
式
、
輸
出
産
業
に
育
成

九
州
大
学
が
博
多
湾
に
設
置
、実
証
実
験
を
行

っ
て
い
る
「
風
レ
ン
ズ
風
車
」

九
大
提
供

有
機
系
、
年
内
に
試
作
品

熱
電
発
電
シ
ス
テ
ム

風
力
発
電

　
石
油
や
石
炭
な
ど
限
り
あ
る
化
石
燃
料
へ
の
依
存
か
ら
脱
却
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
技
術
開
発
の
挑
戦
が
長
年
続
い
て
き
た
。
特
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
日
本
で
は
そ
の
技
術
力
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
。
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
改
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
る
中
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
排
熱
、
風
力
、
潮
流
、
そ
し

て
太
陽
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
使
う
技
術
開
発
の
最
新
動
向
を
追
っ
た
。

排
熱
、
電
気
に
変
換

▲潮
流
発
電
と
風
力
発
電
を
複

合
化
し
た
ス
ク
ウ
ィ
ッ
ド

三
井
海
洋
開
発
提
供

▲産
総
研
が
開
発
し
た
熱
電
発

電
素
子

産
総
研
提
供

　
人
間
活
動
に
伴
っ
て
消
費

さ
れ
る
石
油
や
石
炭
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
う
ち
、

実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
３
割
程
度
と
さ

れ
て
い
る
。
残
り
の
７
割
は

熱
と
し
て
無
駄
に
捨
て
ら
れ

る
。

　
こ
の
排
熱
を
有
効
利
用
す

る
一
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
の
が
、
熱
を
電
気
に

変
換
す
る
熱
電
発
電
シ
ス
テ

ム
。
温
度
差
で
電
圧
が
生
じ

る
熱
電
材
料
が
キ
ー
と
な
る

技
術
だ
。

　
日
本
熱
電
学
会
が
描
く
熱

電
発
電
技
術
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
は
、
２
０
４
０
年
ま
で

に
熱
か
ら
電
気
へ
の
変
換
効

率

％
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
現
状
の
変
換
効
率
は
高

く
て
も

％
程
度
と
低
く
、

ま
だ
世
間
に
は
広
ま
っ
て
い

な
い
。
熱
を
高
い
効
率
で
電

気
に
変
換
で
き
る
材
料
開
発

が
普
及
へ
の
カ
ギ
に
な
る
。

現
在
、
最
も
効
率
が
高
い
材

料
は
レ
ア
メ
タ
ル

希
少
金

属

で
毒
性
が
あ
る
、
テ
ル

ル
を
使
っ
た
も
の
で
、
普
及

の
た
め
に
は
資
源
豊
富
で
安

全
な
材
料
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
東
京
理
科
大
学
が
企
業
と

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
ん

で
、
資
源
豊
富
な
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
と
シ
リ
コ
ン
か
ら
な
る

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
シ
リ
サ
イ
ド

の
可
能
性
を
探
っ
て
い
る
ほ

か
、
山
口
東
京
理
科
大
学
で

は
有
機
物
の
材
料
開
発
を
進

め
て
い
る
。

　
産
業
技
術
総
合
研
究
所
で

は
コ
バ
ル
ト
系
酸
化
物
が
高

い
特
性
を
示
す
こ
と
を
発
見

し
、
熱
電
材
料
の
素
子
の
製

造
や
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
、
発
電

機
の
設
計
・
製
造
ま
で
幅
広

い
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。
産
総
研
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
Ｔ
Ｅ
Ｓ
ニ
ュ
ー
エ
ナ
ジ
ー

大
阪
府
池
田
市

は
、
煮

炊
き
す
る
火
で
発
電
す
る
ユ

ニ
ー
ク
な
「
発
電
鍋
」
を
開

発
。
当
初
災
害
時
の
用
途
を

想
定
し
て
い
た
が
、
ア
フ
リ

カ
で
携
帯
電
話
の
充
電
に
使

え
な
い
か
と
い
う
引
き
合
い

が
来
る
な
ど
、
新
た
な
使
い

道
の
可
能
性
も
広
が
っ
て
い

る
。

　
風
力
発
電
は
古
く
て
新
し

い
技
術
だ
。
特
に
最
近
、
洋

上
風
力
へ
の
期
待
が
高
ま
っ

て
い
る
。
日
本
近
海
の
風

は
、
陸
上
よ
り
も
風
速
が
大

き
い
。
日
本
沿
岸
の
沖
合

ま
で
の
洋
上
風
力
の
潜

在
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
は
、

陸
上
の
５
陪
以
上
の
約

億

に
上
る
と
い
う
試
算
も

あ
る
。

　
今
、
日
本
で
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
、
風
車
を
水
面
に

浮
か
せ
て
、
い
か
り
で
固
定

す
る
「
浮
体
式
」
だ
。
洋
上

風
力
は
欧
州
で
建
設
が
加
速

し
て
い
る
が
、
主
流
は
海
底

に
基
盤
を
築
き
風
車
を
固
定

す
る
「
着
床
式
」
。
欧
州
近

海
で
は
遠
浅
な
海
域
が
多
い

た
め
だ
。
海
底
が
深
い
日
本

近
海
で
は
建
設
コ
ス
ト
が
か

さ
む
か
ら
こ
そ
、
浮
体
式
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
丸
紅
や
三
菱
商
事
、
三
菱

重
工
業
な
ど

社
と
東
京
大

学
が
協
力
し
て
、
福
島
県
沖

で
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の

実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
ん

で
い
る
。

年
度
か
ら

年

度
に
か
け
て
行
う
第
２
期
実

証
事
業
で
は
、
７

級
の

浮
体
式
発
電
設
備
２
基
を
設

置
す
る
予
定
だ
。

　
洋
上
風
力
の
設
置
を
巡
っ

て
は
、
漁
業
へ
の
影
響
を
懸

念
す
る
声
が
多
い
。
普
及
に

は
漁
業
関
係
者
か
ら
の
理
解

を
得
る
こ
と
な
ど
、
技
術
開

発
だ
け
で
な
く
、
社
会
受
容

性
の
面
で
の
地
道
な
取
り
組

み
も
求
め
ら
れ
る
。
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
浮
体
式
洋
上

風
力
発
電
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
確
立
し
、
洋
上
風
力
発

電
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た

上
で
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
本
の
主
要
な
輸
出
産

業
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
も

目
指
し
て
い
る
。

　
三
井
海
洋
開
発
は
５
月
、

風
力
発
電
と
潮
流
発
電
を
一

体
化
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
発
電

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
と
発

表
し
た
。
佐
賀
県
唐
津
市
沖

で
今
秋
に
実
証
試
験
を
始
め

る
予
定
だ
。
潮
の
流
れ
で
タ

ー
ビ
ン
を
回
し
、
電
気
に
変

換
す
る
潮
流
発
電
に
つ
い
て

も
、
黒
潮
が
流
れ
て
い
る
日

本
で
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大

き
い
。
実
証
試
験
の
成
果
に

注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

　
現
行
の
太
陽
電
池
の
材
料

は
ほ
と
ん
ど
が
無
機
材
料
で

で
き
て
い
る
が
、
有
機
物
質

を
主
材
料
に
用
い
た
有
機
系

太
陽
電
池
の
技
術
開
発
も
盛

ん
に
な
っ
て
い
る
。

　
有
機
系
太
陽
電
池
の
メ
リ

ッ
ト
は
シ
リ
コ
ン
系
と
比
べ

真
空
工
程
が
減
ら
せ
る
な
ど

製
造
装
置
が
簡
易
に
で
き
、

低
コ
ス
ト
で
作
製
で
き
る
こ

と
だ
。

　
有
機
系
太
陽
電
池
に
は
有

機
薄
膜
太
陽
電
池
と
色
素
増

感
太
陽
電
池
の
２
タ
イ
プ
が

あ
る
。
こ
の
う
ち
、
色
素
増

感
太
陽
電
池
は
、
シ
リ
コ
ン

系
太
陽
電
池
と
異
な
り
、
化

学
反
応
を
伴
う
原
理
で
あ
る

た
め
、
弱
い
光
で
も
変
換
効

率
が
低
下
し
に
く
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
こ
の
た

め
朝
夕
の
太
陽
光
が
弱
い
時

間
帯
で
も
有
効
に
活
用
で
き

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
は
、

ペ
ン
キ
の
よ
う
に
塗
っ
て
作

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
製

造
コ
ス
ト
を
低
く
で
き
る
。

そ
れ
に
加
え
、
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
基
板
に
張
り
付
け
る
こ

と
も
で
き
る
た
め
太
陽
電
池

の
用
途
を
拡
大
で
き
る
可
能

性
も
秘
め
て
い
る
。
た
だ
、

両
方
と
も
変
換
効
率
が
シ
リ

コ
ン
系
と
比
べ
て
劣
る
の
が

欠
点
だ
。

　
そ
れ
で
も
企
業
や
大
学
に

よ
る
努
力
で
、
材
料
の
開
発

や
製
造
方
法
の
改
良
が
進

展
。
変
換
効
率
は
順
調
に
向

上
を
続
け
て
お
り
、
実
用
化

の
め
ど
と
な
る

％
を
超
え

る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。

ソ
ニ
ー
や
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
東
レ
な
ど
が
参

画
す
る
有
機
系
太
陽
電
池
技

術
研
究
組
合

Ｒ
Ａ
Ｔ
Ｏ

が
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制

で
実
用
化
研
究
を
進
め
て
お

り
、

年
内
に
試
作
品
を
作

り
、
市
場
開
拓
し
て
製
品
化

に
持
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　
有
機
薄
膜
太
陽
電
池
で
は

と
く
に
、
三
菱
化
学
が
実
用

化
に
向
け
て
開
発
を
加
速
し

て
い
る
。

　
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

の
整
備
に
よ
っ
て
、
太
陽
光

発
電
の
普
及
が
進
ん
で
い

る
。
太
陽
電
池
は
実
用
化
さ

れ
て
か
ら
長
い
月
日
が
た
っ

て
い
る
が
、
変
換
効
率
の
向

上
に
向
け
た
挑
戦
が
今
も
続

い
て
い
る
。

　
高
効
率
な
次
世
代
太
陽
電

池
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

の
が
、
量
子
ド
ッ
ト
タ
イ
プ

だ
。
量
子
ド
ッ
ト
と
は
大
き

さ
数

―
数
十

ナ
ノ

は

億
分
の
１

の
半
導
体

の
粒
子
の
こ
と
で
、
こ
の
微

粒
子
に
電
子
が
閉
じ
こ
め
ら

れ
る
。
量
子
ド
ッ
ト
の
間
隔

を
調
整
す
る
こ
と
で
、
変
換

効
率
が
飛
躍
的
に
高
め
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
理
論
的
な
最
高
変
換
効
率

は

％
以
上
と
の
試
算
も
あ

る
。
市
販
の
シ
リ
コ
ン
系
太

陽
電
池
の
変
換
効
率
が

％

で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

量
子
ド
ッ
ト
太
陽
電
池
が
秘

め
る
可
能
性
は
大
き
い
こ
と

が
分
か
る
。

　
シ
ャ
ー
プ
や
東
芝
、
日
立

製
作
所
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
富
士
通

な
ど
半
導
体
関
連
企
業
で
構

成
す
る
超
先
端
電
子
技
術
開

発
機
構

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
、
３
月

解
散

が

年
に
、
量
子
ド

ッ
ト
太
陽
電
池
の
実
用
化
に

向
け
た

年
研
究
プ
ラ
ン
を

ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
５
年
以
内
に
シ
リ
コ
ン

系
太
陽
電
池
の
理
論
変
換
効

率

％
を
達
成
し
、

年
後

に

％
超
を
目
標
に
掲
げ
て

実
用
化
を
目
指
す
と
い
う
。

ち
な
み
に
東
大
と
シ
ャ
ー
プ

の
研
究
チ
ー
ム
の
変
換
効
率

％
が
最
近
の
最
高
値
だ
。

　
課
題
は
量
子
ド
ッ
ト
の
作

り
方
。
量
子
ド
ッ
ト
を
整
然

と
密
に
作
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
望
み
の
特
性
に
近
づ
け

る
が
、
現
在
は
そ
の
手
法
を

模
索
し
て
い
る
段
階
だ
。

高
効
率
へ
技
術
開
発
進
む

（ ） 【企画特集】 ２０１３年 平成２５年 ５月３１日 金曜日 　　


